
令和５年度 島田小学校だより（地域版）  

～ みんな輝け とりどりに咲こう ～ 

  

 

    

  

  
 
年頭にあたり、まずもって元日に起きた大地震により亡くなられた方のご冥福をお祈りす

るとともに、被災された方々に心からお見舞い申し上げます。未だに余震が続く中、眠れな

い夜を重ねている子や、家が焼失するなどして自宅に戻れない子どもたち、再開のめどが立

たない学校の状況等の報道に心が痛みます。一日も早

い復旧と復興を望むばかりです。 

さて、新しい年を迎え、ひと月が経とうとしていま

す。島田にお住いの皆様、改めまして、今年

もよろしくお願いします。十干十二支での今

年の干支は「甲辰（きのえたつ）」。今年の

干支にちなんで、子どもたちや保護者の皆様

に次のようにお伝えをしました。 
 

「甲（きのえ）」は、植物の成長を表すとされ、草木がどんどん勢いを増して増えていく

という意味をもっています。また、「辰」の語源は、「ふるう、ととのう」の「振」とされ

ており、「物事が動いて目標に向かって大きく進展する」年と言われます。そのため、「甲

辰」年は、昨年まで努力してきたことが実を結んで、成就に向かう年となるとされています。

確かに、６０年前は、東京オリンピック開催の年。新幹線やモノレールな

どの開通も相次ぎ、時代が大きく動いた年でした。ところで、「龍」は、

十二支の内で唯一想像上の生き物。神様として奉る神社も少なくなく、ア

ニメなどの影響で親しみを持つ子どもも多いようです。子どもたちには、

龍が如く、夢をもち未来に向かってかけ昇っていってほしいですね。 

 

そして、いよいよ６年生の卒業が近

づいて参りました。コロナ禍にあって

も、いつも元気いっぱい・優しさいっ

ぱいで学校を引っ張ってくれた６年生

への、そして子どもたちを支えてくだ

さった保護者・地域の方々への「感謝」

をテーマに、大切な卒業までの時間を

紡いで参りたいと思います。「感謝」の

気持ちは「夢」に「志」を、「行動」に

「勇気」を与えて

くれます。何が起こるか分からないこの時代にあって、「当たり前」で

はないこの「特別な時間」を前向きに過ごしてきた子どもたちの新たな

飛躍を応援くださいますようお願いいたしまして、 

新年のご挨拶とさせていただきます。 
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元旦に、鶴羽山にて記念撮影

子どもたちの参加も！福引き大

サービスでおやつをゲット！

鶴羽山からの初日の出

心の花咲く３つのチャレンジ 
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「島田川っ子サミット」開催！ 
 １２月２６日(火)、島田中校区の４つ

の小学校５・６年生有志と島田中新生徒

会が島田中学校に集まり、「島田川っ子

サミット」を開催。本校からも５・６年

生計１１名が参加しました。このサミッ

トは、島田中生徒会が主催し毎年２回開

催されるもの。驚くのは、新生徒会長をリーダーとして、生徒が全て

司会・進行していること。グループ協議の各ファシリテーターも務め、小学生の意見をしっかり引き

出しながら、小学生と一緒にまとめていく姿に感心しました。 

 今回の協議タイトルは、前回に続き「家庭学習」。各校で取り組んでいる自主学習ノートを持ちよ

り紹介し合う中で、その良さを共有。島田中学校で現在取り組んでいる「Ｔｏｄａｙ Ｓｔｕｄｙ」

（その日の各教科の授業の中で「今日の一問」が出題され、その問いに対して自主的に学習する方

法。取組時間や反省につ

いてタブレット上に記

録します。）について、

小学校に取り入れてい

くとよい点などを協議、

充実のサミットとなり

ました。このサミット

を、２月の保護者サミッ

トにつなげていく予定

です。 
 

寒い中でも あいさつ交わせば ぽっかぽか！ 

初登校から３日間

は、朝がぐっと冷え

込みました。しかし

ながら、地域や保護

者の方、運営委員会児童のあいさつ運動のおかげで心は

温か～くなったようです。９日（火）の日には、「おはよ

うございます！」に「今年もよろしくお願いします。」な

どを付け加えた子も…。久しぶりの登校でしたが、かわす

あいさつで元気＆笑顔になっていました。皆さん、ありがとうございました。 
 

島田小おやじの会企画：「タイムカプセル開封式」開催！（ＴＶニュース・新聞でも紹介） 

１月６日（土）、今年度２０歳を迎えた

島田小卒業生（平成２７年度卒）が母校に

集まり、卒業時に埋めた「タイムカプセル」

の開封式が開催されました。おやじの会の

皆さんが案内を送り、卒業生２０名以上と

ご家族の方々、当時の岡崎校長先生や担任

が集う温かい会になりました。平成２０年

度の「タイムカプセル埋設」から始めた企

画で、そ

の８年後

が「第１回開封式」。卒業生の皆さんは久々に交友を深め、連絡先を交

換しみんな嬉しそう！「会えてよかった！」「これからもがんばろう

ね！」と励まし合う様子を見ていて感激しました。旧友や恩師との再会

と企画したおやじの会のみなさんの熱き心は、これからの人生への大き

なエールになったことでしょう。 

島田川協育ネットの横断幕（生命豊かな島田川の清流に、５校のキャラクターが配置されています。

タイムカプセル掘り起こし

中学生と活発に協議する児童

「あいさつ運動」は、３日間連続で開催！

６年生時の写真の横で近況報告！

拍手と笑顔のあったかな時間！

「夢の山」でタイムカプセルを掘り起こして記念撮影！



※今年度の６年生も、「おやじの会」の方々 とタイムカプセルを埋設予定です。 

 

島田地区会議主催：「凧づくり教室」開催！ 

 １２月２３日（土）、島田地区会議主催による「たこづ

くり」が島田コンミュニティセンターで開催されまし

た。今年度は、昨年度の約２倍（２０名以上）の参加が

あり大盛況！子どもたちは、

「たこづくり」名人の地域の

方に教えていただきながら

「世界に一つ」の「オリジナルたこ」づく

りに夢中になっていました。今月２０日

（土）がたこあげ大会。参加予定の子ども

たちは楽しみにしているようです。（晴れ

るといいな！）ところで凧あげは昔

ながらの遊びですが、今の子どもた

ちも大好きです。島田小では１年生全員が学校でも凧づくり。１６日

（火）には、できたてほやほやの凧でさっそく凧あげ。グラウンド高

く上げようと楽しそうにグラウンドを走り回っていました。そして

みんな笑顔なのです。来年は、凧づくりの参加者がさらに増える予感

がします。 

 

福祉委員会児童を中心に募金活動を実施！ 

 １２月には、光市社会福祉協議会が行

う「赤い羽根共同募金」に協力。本校５・

６年生の福祉委員会児童が全校児童を

対象に募金活動を行いました。島田小

は、伝統的に「福祉教育」に力を入れており、島田地域の敬老会へ

の参画やお一人暮らしのご高齢の方にお手紙をお送りする活動の他、

お困りの方にお声掛けをするための研修なども行っています。募金

活動も大切にしている取組で、地域福祉に役立てていただく目的で、

１０月の街頭募金に続き１２月には校内での募金活動を行いました。さらに、こうした経験から、こ

の度の能登半島地震によって「被災された方々のために何かできないだろう

か」との思いが子どもたちからも沸き起こり、支援・救護活動をしておられる

日本赤十字に協力する形でこの１月に募金活動を行ったところです。島田小学

校児童は、全員が「青少年赤十字（ジュニア・レッド・クロス）」に加盟して

おり、「気づき・考え・実行する」を合言葉にしています。今回、子どもたち

が気づき・考え・実行した募金を役立てていただくと 

参加した卒業生の皆さん！

地域の方がやさしく教えてくださるので

高く飛びそうです！

多くの子どもたちが参加！

疲れ知らずです！

１０月の街頭募金（共同募金）

１２月の校内募金（共同募金）

社会福祉協議会の方にお渡ししました！



ともに、集まった思いも届く

といいなと思っています。 

 

 

大谷選手のグローブが届きました！ 

 「いつ届くの？」

と毎日のように尋

ねていた子どもたちも大喜

び！今話題の大谷選手のグ

ローブが島田小にもやって

きました。１７日（水）には、

体育館に全校児童を集めて

「お披露目会」を実施。届い

た箱をオープンすると歓声

と拍手が沸き起こりまし

た！代表の３名に手

渡すとさらに拍手。み

んなが楽し

みにしてい

たことが伝

わります。グ

ローブは右利き用・左利

き用各１個と小さめの右

利き用１個の計３個で

す。その後、６年生２名

と、この１１月の大会で

優勝した「あけぼの」スポーツ少年団の５名がキャッチボール。あこがれの

大谷選手のグローブとあって嬉しくてたまらない様子でした。「挑戦するこ

とが大事だとわかりました。」「大谷選手みたいに、自分の夢をかなえたいで

す。」「大谷選手のようにすてきな人になれるようがんばります。」「私も野球

がやってみたいです。」「学校で練習できるなんて嬉しいです。」「私もホームランを打ってみたくな

りました。」などなど、子どもたちの感想から、その影響は計り知れないと感じました。大谷選手の

サイン入りグローブは、子どもたちが使っていない時間は展示しています。参加した子供たち全員

の素敵な感想（大谷選手へのメッセージ）も掲示中。ぜひお越しいただきご覧ください。 
 

 

 
 

 

※「さやかぜ」の記事は、地域の方にご覧いただくため、学校内で保護者の方にお渡しをしている

お便り「ハーモニー」から抜粋掲載しています。記事内容が重なるものが多いことご了承ください。 
 

１月の募金（震災の義援金）
青少年赤十字のワッペン！子どもたちは

帽子につけて登校しています。

お正月に起きた「令和６年度能登半島地震」

で尊い命や家族の思い出いっぱいの大切な家が

失われました。そして、今もたくさんの方が避

難されています。福祉委員会でも、何かできる

ことはないか話し合いました。そして、年末に

行った募金活動はどうだろうかということにな

りました。今回は、地震で被害にあわれた方に

直接救援活動をしておられる日本赤十字社に募

金を送り、少しでも何かに役立てていただこう

と思っています。 

 一人ひとりのわずかな気持ちが集まれば大き

な力となります。みなさんの温かい気持ちが少

しでも今回被害にあわれた方々のお力になれば

と思います。 

義援金のお願いの放送！
＜大谷選手からの手紙（一部略）＞ 
メジャーリーガー大谷翔平です。この手紙は、

このたび私が、学校に通う子どもたちが野球に

興味を持ってもらうために立ち上げたプログラ

ムを紹介するためのものです。 

この３つの野球グローブは、学校への寄付と

なります。それ以上に私はこのグローブが、私

たちの次の世代に夢を与え勇気づけるためのシ

ンボルとなることを望んでいます。それは、野

球こそが、私が充実した人生を送り機会を与え

てくれたスポーツだからです。 

このグローブを学校でお互いに共有し、野球

を楽しんでもらうために、私からのこの個人的

なメッセージを学校の生徒たちに伝えていただ

ければ幸いです。野球しようぜ。 

グローブに釘付け！

６年生代表３名

さっそくキャッチボール！


